
瀬戸崎・鶴本・藤井：協働学習を記録する全天球授業観察システムの評価 191Bulletin of Faculty of Education, Nagasaki University, Combined Issue Vol. 3（2017）191～198

協働学習を記録する全天球授業観察システムの評価

瀬戸崎 典夫・鶴本 菜穂子・藤井 佑介
（平成28年10月28日受理）

Evaluation of the Spherical Panorama Classroom Observation System
for Recording the Collaborative Learning

Norio SETOZAKI Nahoko TSURUMOTO Yusuke FUJII
（Received October 28，2016）

１．はじめに
教師の専門職としての成長において，授業研究や実践に関する「省察」が学びを支える
と言われている［１］．また，授業研究や実践に関する省察をする上で，実践授業を記録・蓄
積することによって授業経験を吟味し，自身の見方や考え方を問い直すこともでき得る．
さらに，授業行為に埋め込まれた省察に注目することで，教師教育や授業研修の在り方に
対して抜本的な改革に迫ることもでき得ることが述べられている［２］．
授業における省察を深める上での重要な観点のひとつとして，客観的な授業記録が挙げ
られる［３］．重松（1961）は，教師および子どもの個々の発言を可能な限り詳細に記録した
「客観的な授業記録」を基に, 様々な主観的な検討を積み重ね, 子どもの思考・活動等や
教師の指導性を関連的に分析することによる理論と実践の往還的活動の必要性について述
べた［４］．また，重松（1961）の授業分析理論を継承した研究として，「発言の関連図」や
「構造分析表」［５］，「発言表」［６］，「中間項」［７］などが挙げられる．これらの授業分析の方法
（ツール）は，現場の授業実践を出発点とした，事実に基づく理論構成や子どもの思考過
程の解明を目的とされてきた．
一方，次期学習指導要領等改訂の基本的な方向性のひとつとして，「主体的・対話的で

深い学び」，すなわち「アクティブ・ラーニング」の視点から多様で質の高い学びを引き
出すことの必要性が述べられている［８］．それにともない，アクティブ・ラーニングを促す
学習場面のひとつとして，グループ活動などによる「協働学習」が注目されている［９］［10］．
学習者の主体的な学びを促し得る「協働学習」の効果として，学業成績および学習意欲の
向上，推論方略や批判的な推論能力の増加などが挙げられており［11］［12］，学びの形態とし
て有用であることが実証されている．また，他者と協働して問題解決する能力を培う重要
性が述べられており，PISA2015では「協働型問題解決能力」が新たな科目として加えら
れた［13］．なお，「キー・コンピテンシー」のカテゴリのひとつとして，「他者と円滑に人
間関係を構築する能力」や「協調する能力」，「理解の対立を御し，解決する能力」から構
成される「多様な集団における人間関係形成力」が挙げられている［14］．
近年，教育の情報化にともない，教育現場における多様な場面での ICTの利用が検討
されている．授業の記録や蓄積に関しても例外ではなく，鳴門教育大学では大学と附属学
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校園との距離の問題を克服するための遠隔授業観察システムの利用可能性について考察さ
れた［15］．また，高等教育における授業改善を目的とした授業観察システムが開発され，
教育歴や専門が異なる複数の観察者からの観点から評価された［16］．さらに，授業観察シ
ステムを利用した授業検討会の過程を分析することで，大学における授業研究の意義と参
加者の役割についても述べられている［17］．長崎大学教育学部では，教員養成機能の充実
の方策として，実習授業の映像や映像教材等を蓄積・配信する授業アーカイブシステムの
導入および，運用について報告されている［18］．
前述したように，協働学習の重要性が述べられている反面，ICTを利用した授業観察

システムや授業アーカイブシステムでは，授業全体を俯瞰するような映像が記録・蓄積さ
れていることが多い．したがって，協働学習のような学習場面における各グループの活動
の様相や，個人による学びの過程を蓄積することは困難である．
協働学習における学習過程を記録する試みとして，逐語記録データを可視化した GD

表が提案された［19］．グループ学習過程における全グループを様相的かつ文脈的に把握す
ることを可能とし，授業の振返りとしてのひとつの手法とて成果を挙げた．しかしながら，
逐語記録を可視化する手間を課題としており，現場の授業者が気軽に取り組めるものでは
ないと述べられている．また，文脈と発話の記録はされているが，発言していない学習者
の様子や，非言語的なコミュニケーションをも可視化することは困難である．
そこで，本研究では全天球パノラマ動画を利用し，協働学習を記録する授業観察システ
ムの開発を試みた．近年の情報技術の急速な発展により，全天球カメラが比較的安価とな
り，手軽に上下左右360度の全周囲を記録することが可能となった［20］．したがって，これ
までに蓄積することが困難であったグループ活動においても，学習者の様相を記録するこ
とが期待でき得る．本研究は，複数のグループ活動を全天球動画として記録し，視聴可能
とした全天球授業観察システムを試作した．さらに，試作したシステムの有用性について
教員養成課程学生を対象に評価することで，今後のシステム開発のための基礎データを得
ることを目的とした．

２．全天球授業観察システムの試作
本研究では，協働学習を記録する全天球授業観察システムの試作として，大学生を対象
とした講義における，グループ活動を記録の対象とした．なお，本講義の受講者は９名
であった．各グループは３名で構成されており，３つのグループを対象に全天球カメラ
（RICOH THETA S, RICOH社製）３台を用いて，20分程度のグループ活動の様子を撮
影した．全天球カメラは，グループ活動をする３名の受講者の中心部に設置された．活動
内容は，「メディアリテラシー」について学ばせる授業をデザインするという内容であっ
た．受講者らは，ワークシートを用いてグループ内で議論し，協働してひとつの授業案を
作成した．
各グループの活動を撮影した３つの全天球動画を動画共有サイトに筆者のみが閲覧でき
る非公開設定でアップロードし，システムに実装した．また，作成したシステムに関して
も非公開に設定し，筆者のアカウントからのみのアクセスを可能とした．
図１に全天球授業観察システムの概要を示す．画面構成として，グループ活動の様子を
示す３つの全天球動画を画面下部に配置した．さらに，画面上部には，講義概要および，
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図１ 全天球授業観察システムの概要

講義全体の様子を撮影した講義俯瞰動画を配置した．４つの動画は，それぞれのインタ
フェースで「再生」および「停止」，「音声ミュート」などの操作が可能である．また，全
天球動画に関しては，マウス操作によって上下左右360度回転させることで，グループ活
動の様子を観察できる仕様とした．

３．評価方法
大学生30名を対象に，全天球授業観察システムの有用性に関して，主観評価による回答
を得た．被験者は，本システムの使用方法に関する説明を受け，自由に操作することで全
天球授業アーカイブシステムを15分程度閲覧した．その後，「インタフェース（３項目）」，
「取得情報（11項目）」，「システムの応用（７項目）」の計21の質問項目に対して，４件法
によって回答した．得られた回答を肯定回答（とてもそう思う，ややそう思う）と否定回
答（あまりそう思わない，まったくそう思わない）に分類し，算出した合計値に対して直
接確率計算（両側検定）を行った．さらに，本システムの長所と改善点について，自由記
述による回答を得た．

４．結果・考察
4.1 本システムの有用性
表１に主観評価の結果を示す．なお，有効回答は29であった．
「インタフェース」に関する評価の結果，すべての質問項目に対して肯定的な回答が有
意に多かった．本システムは全天球動画をマウスによる容易な操作で閲覧することができ
るシンプルな構成であったため，操作性に関して問題はなかった．また，システムのデザ
インも見やすく，動画もスムーズにみることできることが示された．
「取得情報」に関する評価の結果，すべての質問項目に対して肯定的な回答が有意に多
かった．全天球動画を提示することによって，「学習者の身振り手振り」や「態度」，「表
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表１ 有用性に関する主観評価の結果

情」，「視点」，ワークシートに「筆記する様子」などの学習者個人の非言語的な振舞いを
観察することが可能であった．また，グループ活動における「対話の様子」や「議論の雰
囲気」なども観察することが可能であることが示された．したがって，全天球動画を用い
ることによって，非言語的な振舞いや，グループ活動における詳細を観察することが可能
であることがいえる．
「システムの応用」に関する評価の結果，すべての質問項目に対して肯定的な回答が有
意に多かった．したがって，本システムは授業の振返りのツールとして有用であることが
示唆された．また，グループ活動おいて，教師がすべての学習者の活動を把握することは
不可能である．そこで，学習者の実態を把握し，グループ活動における見落としを防ぐ一
助として，本システムを利用し得ることが示唆された．

4.2 本システムの長所・改善点
表２に本システムの長所に関する自由記述を項目ごとに分類した結果を示す．抽出され
た項目でもっとも多かったのは，「個人の観察」であった．個人の発言に加え，手元や視
線，表情などを読み取れることが示された．また，文字を書くタイミングが分かることも
本システムの長所であることが示された．さらに，全周囲を観察することで，教師が見落
としがちな活動を補完でき得ることも本システムの長所である．本システムは，全グルー
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表２ 本システムの長所（自由記述の結果）

プの全天球動画を閲覧することができるため，授業者は自分が気になるポイントを焦点化
することも可能である．これらの視点は，授業観察をする上で重要な観点である．通常の
カメラで撮影した場合，学習者の表情や手元を一台のカメラで記録することは困難であ
る．情報量が多すぎるということが欠点として予想され得るが，授業を「見取る」力量を
養う上で，本システムの活用の余地があることも期待される．
表３に自由記述によって抽出された改善点について，項目ごとに分類した結果を示す．
抽出された項目でもっとも多かったのは，「コンテンツ設計」であった．全天球動画では
画面に学習者ひとりの様子しか提示されないため，グループ全体の活動を観察するために
は，マウスによる操作が必要となる．次に多く挙げられた改善点である「運用」とも関連
するが，学習者ひとりに注目する場合やグループ全体に注目したい場合などに，動画のズー
ム機能を搭載することによって，視聴方法を選択できるデザインに改善する必要がある．
また，画質の修正に関しては，動画のファイル容量とのバランスを考慮し，学習者が記述
する内容も観察できるように解像度を調整することで，より良いシステムとして改善する
ことができ得る．さらに，選択した動画を拡大して詳細を見ることができるようにするこ
とが改善点として挙げられた．本調査で抽出された項目を踏まえ，教師教育に寄与し得る
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表３ 本システムの改善点（自由記述の結果）

有用なシステムへと改善することが肝要である．

５．まとめ
本研究は，協働学習を記録する全天球授業観察システムを試作した．さらに，試作した
システムの有用性について教員養成課程学生を対象に評価することで，今後のシステム開
発のための基礎データを得ることを目的とした．
主観評価の結果，本システムは全天球動画をマウスによる容易な操作で閲覧することが
できるシンプルな構成であったため，操作性に関して問題はなかった．また，全天球動画
を用いることによって，非言語的な振舞いや，グループ活動における詳細を観察すること
が可能であり，振返りのシステムとしての有用性が示唆された．自由記述の回答結果から，
非言語コミュニケーションなどの個人の活動に関する観察について，本システムは有用で
あることが示された．また，多くの情報から授業を「見取る」ための焦点化を行うなど，
教師の力量を養う上で本システムの活用の余地があることも期待される．
今後の課題は，改善点として挙げられたコンテンツ設計や運用，画質，機能などについ
て検討し，教師教育に寄与し得る有用なシステムを開発することである．
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